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図 10 北 1 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 11 北 2 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 12 北 3 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 13 北 4 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）



22-15 .

図 14 北 5 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 15 北 6 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 16 北 6 および⻄ 1 周辺の写真

図 17 東 1 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 18 東 2 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 19 東 3 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 20 東 4 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 21 東 5 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 22 東 6 の写真 

（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの） 
 

 
図 23 南 1 の写真 

 

 
図 24 南 2 の写真 

（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの） 
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図 25 南 3 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 26 ⻄ 1 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 27 ⻄ 2 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 28 ⻄ 3 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 29 ⻄ 4 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 30 ⻄ 5 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）

図 31 ⻄ 6 の写真
（“接合部”は、接合した状態を再現して撮影したもの）
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図 32 研究棟屋根基礎部と排気筒底⾯鉄⾻部品との接合状態の時系列（推定）
（鉄筋に関しては、鉄筋の位置を模式的に⽰している。鉄筋の形状は不明である。）
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図 33 試料作製⼿順および観察部位
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図 34 顕微鏡観察結果（東４）
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表 1 接合箇所および鉄筋の状況のまとめ
接合箇所の位置 

（鉄⾻部品端からの
距離[cm]で表⽰。図

5 参照） 

コンクリート基礎から
の⾼さ[cm]） 

（表外の図参照） 

モルタルからの露
出⻑さ[cm]） 

（表外の図参照） 

備考 

北１ 0 6.5 1.5 図 10 参照。 

北２ 36 6.5 1 図 11 参照。 

北３ 45 8 2.5 図 12 参照。 

北４ 77 6.5 1 図 13 参照。 

北５ 129 6.5 1 図 14 参照。 

北６ 130 8 2 図 15、図 16 参照。 

東１ 43 4.5 1 図 17 参照。 

東２ 50 6.5 0 図 18 参照。モルタ
ル内で南向きに倒れ

ている。 

東３ 63 6.5 2.5 図 19 参照。 

東４ 83 5.5 1 図 20 参照。 

東５ 99 （⽔平の鉄筋と⻑さ
5.5cm の鉄筋が溶接で

接合している） 

1 図 21 参照。 

東６ 105 （⽔平の鉄筋と⻑さ
6.5cm の鉄筋が溶接で
接合していたが破断） 

1 図 22 参照。 

南１ 43 3.5 1 図 23 参照。東向き
に傾いている。 

南２ 89 3.5 1 図 24 参照。北向き
に押しつぶされた可

能性。 

南３ 130 5 1 図 25 参照。東向き
に押しつぶされた可

能性。 
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⻄１ 16 （⽔平の鉄筋と⻑さ
6.5cm の鉄筋が溶接で
接合していたが破断） 

1 図 16、図 26 参照。 

⻄２ 45 6.5 1 図 27 参照。⻄向き
に傾いている。 

⻄３ 84 4.5 1 図 28 参照。⻄向き
に傾いている。 

⻄４ 94 3.5 0 図 29 参照。 

⻄５ 117 （⽔平の鉄筋と⻑さ
6.5cm の鉄筋が溶接で
接合していたが破断） 

1 図 30 参照。 

⻄６ 129 3.5 不明 図 31 参照。鉄筋②
は⻄向きに傾いてい

る。 



(個人情報保護の観点から非開示とする)
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